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放射線がん治療における放射線の可視化手法として、PVA-KI ゲル線量計を開発した。1)本研

究では PVA-KI ゲルに特化した測定システムを構築し、装置を作製し、PVA-KI ゲルへの X 線照

射による吸収線量の測定を試みた。 
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1.緒言 放射線を使用したがん治療において、放射線の可視化は正確な線量分布の評価のために

必要不可欠な技術である。本研究室では PVA(ポリビニルアルコール)水溶液と KI(ヨウ化カリウ

ム)を使用した PVA-KI ゲル線量計を開発した。1)本研究では PVA-KI ゲルを定量的に評価するた

め、有機 EL とカメラを組み合わせ、PVA-KI ゲルに特化した測定システムを用いて、X 線照射

の距離の変化による吸収線量の測定を試み、その効果を評価した。 

2.実験 9wt%PVA-KI ゲルを短形セル（50mm×50mm×10mm）に封入し、X 線照射装置を用い

て短形セルを立てた状態で X 線照射を行った。照射の条件は管電圧：150kV、管電流：20mA、

フィルタ：Al0.5mm+Cu0.1mm、線量率：2Gy/min とした。X 線照射装置内のプローブをゲル

の液面の高さに合わせ、電離箱のプローブの位置での吸収線量が 8Gy となるよう X 線照射を行

った。照射後、本研究で作製した測定装置を用い

て、ゲル試料の撮影を行い、画像データを本研究

で作成したゲル解析ソフトを用いて、ゲル画像

の RGB 解析を行った。 

3.結果と考察 Fig.1 にゲル画像の解析結果を示

す。左縦軸は吸収線量、右縦軸は距離、横軸は

RGB の B 値である。Fig.1 は吸収線量による B

値の変化と距離による B 値の変化のグラフとゲ

ル画像を重ね合わせたものである。Fig.1 におけ

る空気層の液面の吸収線量が 8Gy であり、実験

結果と良い一致を示している。詳細は講演時に

報告する。 
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